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社団法人　日本歯科医師会 

歯科医師の倫理綱領 
　われわれ歯科医師は、日頃

より歯科医学および歯科医療

の研鑽を通じて培った知識や

技術をもって、人々の健康の

回復と疾病の予防のために貢

献するものである。 

2010

ー表紙に寄せてー 

６月号 

もくじ 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4・5 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12

巻頭言（理事　大林　裕明） 

理事会 

委員会だより 
（学術、医療対策） 

郡市会だより 
（荒尾、阿蘇） 

つどい 

会長の動静 

会務報告 

田植えの季節です。

今年の秋は、豊作で、

おいしいお米が我々

の口に入りますよ

うに。　　　（A.S） 
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日本学校歯科医会は､ 幼児､ 児童生徒の歯科保健の向上を目的と

して､ 昭和７年に組織された団体である｡ その後､ 昭和46年には社

団法人として認可された｡ 会では､ 学校保健行政を管轄する文部科学省と､ 学校保健を総合

的に推進する (財) 日本学校保健会と常に密接な連携を保ちつつ､ 専門団体として学校歯科

に関する様々な事業を主体的に展開している｡ 本会の目標は､ ｢児童・生徒および職員の健

康の保持増進をはかるため学校歯科保健に関する調査研究を行うとともに､ 学校保健の普及

および振興に努め､ もって円滑な実施に寄与すること｣ とある｡ さて今現在の学校歯科につ

いて考えてみよう｡ 私は地元の南関町立第４小学校の校医を昭和62年に拝命され20数余年自

分なりのスタイルで生徒の口腔の健康を守ってきたつもりだ｡ (私の母校ゆえ愛校心もある

し……) 初年度､ 全校生徒250人ほどを体育館に集め ｢歯の大切さ､ ブラッシングの方法｣

を得意げに話しはじめた｡ 数分後､ 生徒は騒ぎはじめ､ 先生は船を漕ぎ､ 私一人孤立した状

態になった事を鮮明に覚えている｡ 何故私の話を聞かない？当り前である､ 1年生から６年

生までは年が離れすぎてレベルが違いすぎるのを考えていなかった｡ それからは､ ６学年を

３つに分けて (低学年､ 中学年､ 高学年) 講義､ 指導､

口腔内の写真撮りを行い紆余曲折しながら現在に至って

きた｡ 今は103人という少ない児童でじっくりと健診が

でき (生徒達にとっては逆に困った時間であろうが) 口

腔内の健康を預かる学校歯科医にとっては貴重な時間と

なっている｡ 現在､ 学校歯科健診は大方､ 春と秋の2回

執り行っているのが一般的だと思うが､ 我々健診を行う側にも一定のスタイルが必要だと考

えた｡ 私たち学校歯科委員会は今回日本学校保健会が作成した健診診断マニュアルの中から

ヒントを頂き､ 熊本県版の ｢学校歯科健診早見表｣ を作成して皆様の地区に出向き説明会を

させていただいています｡ 健診には一つの流れがあります｡ それを短時間で確実に行う事が

我々校医の務めだと考えます｡ 学校歯科保健の概念に学校歯科医は学校の非常勤職員として

健康教育にも積極的に参加する事が望ましい｡ すなわち近代学校歯科保健の中で学校歯科医

は､ 医療者の立場だけではなく､ 教育者の立場の視点を持っていなければ職務を全うするこ

とは出来ない､ と謳ってあります｡ 養護教員の先生方をはじめ､ 学校の先生､ PTA関係､

行政関係の方々と連携を取り､ 正しい健診を今一度考えていくことが重要な事だと考えてい

ます｡ 大変な作業である事は分っておりますが､ 学校歯科医の務めと考え皆様方の御協力を

お願いいたします｡ そうして､ 子供たちの口腔内の健康を守って参りましょう｡

������������
理事 �� ��
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５月25日 (火) 午後７時より県歯会館第１会議室において浦田会長ほか前野副会長を除く全役
員出席のもと､ 議長を浦田会長､ 議事録署名人を竹下､ 牛島理事として第２回理事会が開催され
た｡
開 会：小島副会長

本日の協議題の中にありますが､ 日歯の方
からは会長選挙の選挙人選出依頼の文書が届
いております｡ そういう意味では､ 私達の任
期も残り少なく､ 何か追い立てられるように
会務を執行していかなければいけないと感じ
ます｡
先日､ 大分で九州各県会長会議が開催され
まして､ その中で１つご報告しておきたい事
があります｡ 現在､ 九州各県担当者会は原則
として10月の第１週に開催されております｡
もともと平成14年頃に九地連機構改革検討委
員会の報告書に書かれておりますが､ 各担当
者会から日歯へ要望等を提出する場合､ １月
の九州各県専務会議､ ２月の九地連協議会で
の最終決定から逆算してこのような日程が組
まれました｡ しかし､ 今までにこのような段
取りで日歯へ要望書等提出されたことはあり
ませんし､ 担当者会によってはタイムリーな
協議をするために開催期日を見直す必要があ
るのではと､ 九州各県会長会議で意見が出ま
した｡ 今度10月に開催されます各担当者会に
おいて協議題として提出される予定となって
おりますので､ 心に留めて置いていただきた
いと思います｡
本日も慎重審議の程よろしくお願いいたし
ます｡

会会務務報報告告：： (自：４月23日～至：５月20日)
総 務：理事会､ 常務理事会､ タウンミー

ティング (八代)､ 歯科保健条例
に関する検討会・意見交換会・現
場視察､ 新法人設立検討臨時委員
会､ 裁定審議委員会､ ＫＫＴとの
打合せ､ 歯科医療安全小委員会､
県知事公室政策審議員との面談､
県糖尿病対策推進会議

学 術：学術・医療対策合同解剖学講演会
社会保険：社会保険説明会､ 各郡市社保研修

会・説明会
地域保健：地域いきいき通信

厚生・管理：衛生士の卒後研修会・リカバリー
研修会､ 危機管理マニュアル

広 報：会報編集・校正､ＮＨＫテレメッセ
学校歯科：県歯科衛生士会との懇談会､ 歯の

衛生週間 ｢図画・ポスター､ 習字｣
審査､ 各郡市学校歯科説明会､ 県
学校保健会総務委員会並びに事業
検討委員会

医療対策：医療相談苦情事例報告
センター・介護：熊大医学部留学研修生のセ

ンター視察
学 院：教務委員会
国保組合：理事会
以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

会会務務報報告告そそのの２２：：
１. 退会会員
竹内 清嗣 会員 (勤務医／伊藤歯科医院)

３月31日付
２. 表彰
叙勲 (旭日双光章) 高森 経義 会員

(阿蘇郡市) 平成22年４月29日付
３. 関係機関・団体からの推薦依頼
○熊本県医療・保健・福祉団体協議会役員／
熊本県医師会
浦田 健二 会長
任期：平成22年４月１日～平成24年３月31日
○熊本地域リハビリテーション支援協議会役
員・委員／熊本地域リハビリテーション支
援協議会
【役員】小島 博文 副会長

浦田会長あいさつ

６月から９月まではクールビズで
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【委員】松岡 拓治 理事
任期：平成22年４月１日～平成24年３月31日
○熊本県保健医療推進協議会救急医療専門委
員会委員／熊本県健康福祉部医療政策総室
中嶋 敬介 副会長
任期：平成22年４月１日～平成24年３月31日
○日本学校歯科医会代表会員・予備代表会員
／ (社) 日本学校歯科医会
【代表会員】大林 裕明 理事
【予備代表会員】宮坂 圭太 常務理事
任期：平成22年４月１日～平成23年３月31日
○熊本県へき地保健医療対策に関する協議会
委員／熊本県へき地医療支援機構
竹下 憲治 理事
任期：平成22年４月１日～平成23年３月31日
４. 名義後援使用依頼
○第50回熊本県学校保健研究協議大会／ (財)
熊本県学校保健会
○市民健康講座in熊本～認知症になりにくい
生活づくり～／ＮＨＫ文化センター
５. ニュースレター掲載依頼・チラシの同封
依頼
○市民健康講座in熊本～認知症になりにくい
生活づくり～
６. 平成22年度年間行事予定表
各所管でもう一度確認し､ 追加・訂正等あ
れば連絡する｡ ６月の各郡市会長・専務会議
の際にも配布する｡
７. クールビズの実施
６月から９月まで実施する｡ 代議員会等に
おいても基本的に全員クールビズで臨む｡
８. 三師会懇談会日程
６月18日 (金) 午後７時から開催する｡ 今
回は本会担当のため､ 常務以上全役員が出席
し対応する｡
９. クレームの対応・処理
会員診療所の患者さんから本会館に夕陽が
反射してまぶしいとの指摘については､ 窓ガ
ラスの仕様を替えた場合の見積を取る｡ さら
に､ 八代郡部の住民から､ 近くに歯科医院が
ほとんど無いとの指摘については､ 行政や地
元歯科医師会へそういう要望があったことを
伝達した｡
10. 職員人事
山西 恵美 臨時職員から契約社員へ

(５月１日付)
11. 委員会事業企画
○医療対策委員会 ｢委員会だより｣
○学術委員会 ｢熊本県歯科医学大会｣ [23年
１月30日 (日) 開催]
12. 安心・安全歯科医療推進制度のホームペー
ジ掲載
県民へのアピールの一環で､ 本会ホームペー
ジに制度内容について掲載する｡

13. ウェブサイト制作運営管理契約の更新
契約書の内容を渡辺専務理事､ 西野常務理
事､ 加藤理事で確認してから締結する｡
14. ６月行事予定
理事会は21日 (月) 午後７時から開催する
旨変更となった｡
15. 各会計４月末現況
西野常務理事より､ 資料に基づいて報告が
行われた｡
16. その他
○浦田会長より､ 日歯からの情報として公益
社団への移行のハードルが低くなる可能性
があるとの報告が行われた｡

協協 議議：：
１. 新入会員の承認 [承認]
田尻佳通子会員 (準会員) の入会を承認し
た｡
２. 絵画の収受及び使途 [承認]
堤顧問より寄贈の申し出があった絵画につ
いて収受することとし､ ９月の臨時代議員会
に議案として提出することとした｡
３. 各郡市歯科医師会会長・専務理事連絡会
議の出席者並びに対応 [承認]
提出された式次第で運営していくこととし
た｡ 本会出席者に田上理事を追加することと
した｡
４. 日本歯科医師会選挙人の選出 [承認]
従来どおりの方法 (県内３地区に区分) で
６名の選挙人を選出することとし､ ９月の臨
時代議員会に議案として提出することとした｡
５. 入会金の減額 [継続]
現在の30万円から減額することを役員全員
が賛成し､ 入会金の額及び呼称については再
度審議することとした｡
６. 安心・安全歯科医療推進制度 ｢基準達成
証｣ [承認]
提出された原案から語句等一部修正の上､
作成・発行することした｡
７. 理事の時間
２委員会ずつ持ち時間各15分程度で､ 各担
当理事より所管の話をしてもらうこととした｡
初回は地域保健委員会､ 学術委員会より話が
あった｡
８. その他
○８月７日 (土) 本会館において､ 日歯の中
尾常務理事を講師として医療安全及び院内
感染対策に関する講演会を開催することを
決定した｡

監事講評：遠山監事､ 片山監事

閉 会：中嶋副会長
(広報 加藤 久雄)
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４月10日 (土) 県歯会館４Fホールにおい
て､ 講師に岡山大学大学院 医歯薬学総合研
究科 歯科保存修復学分野 吉山昌宏教授を
お招きし ｢Tooth Wearとは何か？ 知覚
過敏やアンチエイジングとの関連 ｣ と題し
て学術講演会がおこなわれた｡ 参加者は168
名であった｡ 小島副会長の挨拶のあと講演が
おこなわれた｡ まず､ 歯牙の摩耗 (Tooth
Wear) の種類として大きく分けて侵蝕・酸
蝕(Erosion)､ 磨耗・摩耗(Abrasion)､ アブ
フラクション(Abfraction)､ 咬耗(Attrition)
があるが､ う蝕､ 歯周病に次ぐ第３の歯科疾
患として認識すべきとの説明がなされた｡
Tooth Surface Loss (TSL) 歯質表面損失
症候群
１. 咬耗 ２. 磨耗 ３. 酸蝕
４. 咬合応力ひずみ ５. 歯根露出
６. 医原性TSL
①スケーリング ②ルートプレーニング
③PMTC ④漂泊
※象牙質知覚過敏はどの段階でも発現する
可能性がある｡
象牙質知覚過敏は日本人の25～30％に見ら
れ､ 25～45歳､ 特に女性に多くみられる｡
また､ 象牙細管を開口させる因子として� pHが低いもの 飲料 果物 マウスウォッシュ

� 歯石を防ぐ歯磨き粉� スケーリング､ルート
プレーニング� ブラッシング (明確
な裏づけはない)

があげられる｡
それらに対する治療
法として大きく２つに
分かれ､ その解説がな
された｡

非侵襲治療では主に知覚過敏用歯磨剤各メー
カーの作用の違い､ 有効性が解説された｡
侵襲治療ではボンディングシステム､ フロー
レジンをはじめとする侵襲の少ないレジン充
填の解説がなされ講演は終了した｡
日常臨床においてTooth Wearを有する患
者は多く､ その原因､ 症状を的確に判断し､
非侵襲治療とするのか､ 侵襲治療に踏み切る
のか判断しなければならないと､ 改めて考え
させられた有意義な講演であった｡

(学術 井上 裕邦)
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原因と症状を的確に判断し
治療を行う

―講演会―

～知覚過敏やアンチエインジングとの関連～

平均単位取得数� 全国第１位!!

平成20､ 21年度日歯生涯研修の平均単位取得数 (事業参加者の平均取得数) で熊本県

が全国１位になりました｡ 参加者数663名中440名が修了証内153名が認定証｡ 尚､ 安心安

全歯科医療推進制度の申告書提出は､ ６月末までとなっています｡ まだお済でない方は

早めにご提出ください｡ 申告書は､ 県歯ホームページ会員専用ページからダウンロード

出来ます｡

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�����������
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非侵襲治療
１. 知覚過敏用歯磨剤
２. フッ素配合ジェル
３. タンパク質沈殿薬
４. 硝酸鉄

侵襲治療
１. グラスアイオノマー
２. レジン充填
３. 歯周外科 (グラフト)
４. 歯髄除去
５. 抜歯��� 日歯生涯研修
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５月16日 (日) 東京歯科大学解剖学講座

阿部伸一准教授をお招きして､ 午前９時30分

より県歯会館４階ホールにて学術､ 医療対策

合同講演会､ 午後１時45分より熊本歯科衛生

士専門学院特別講義が開催された｡ 小島副会

長の挨拶ではじまり､ まず､ 医療対策冨屋委

員長からH21.22年度の医療相談､ 苦情報告､

月別事例報告､ 特に20年度からインプラント

の医療苦情が増えてきたとの報告があった｡

会員にわかりやすいように６事例の内容を提

示された｡ その内容のほとんどがインプラン

トの苦情であった｡ 冨屋委員長は､ 処置､ 金

額の事前の説明を詳細にし､ 対応を慎重にす

ること｡ 又患者が気楽に質問できる環境をつ

くること｡ もし何かのトラブルが生じた場合

にも､ 問題を患者と共有して解決すること｡

最後に､ 自分の家族を治療する気持ちを思い

だし､ 患者も身内と思い歯科医師として自信

をもった診断､ 技術で誠心誠意接し､ 責任あ

る態度をとるべきであると強調された｡

その後阿部伸一准教授より､ その事例をもと

に ｢インプラント､ 外科処置のための解剖学｣

｢有床義歯と解剖｣ について講演があった｡

学生時には有歯顎の解剖を勉強するが､ 臨床

では無歯顎の解剖を知る必要があり､

１､ 顎骨の吸収の特殊性

２､ 下歯槽神経→オトガイ神経

３､ 舌神経､ 舌動脈

４､ 上顎洞

５､ 切歯管

６､ 上顎結節

７､ 神経損傷

に項目をわけて説明があった｡

骨においては上顎と下顎の内部構造の違い､

それに力が加わることで変化対応をすること､

歯牙に力が加わると骨粱で受け止め､ その力

を逃がしながら皮質骨に伝える｡ 下顎は上顎

骨のように他の骨との連結がなく､ 孤立して

いるためその分､ 皮質骨が厚くなるという｡

咬合力の強い男性の患者に浸麻が効きづらい

こともその由縁であり､ 応力が集中する部位

が下顎の舌側と口蓋中央部の骨隆起であると

の説明があった｡ インプラント植立の場合､

インプラント直下に応力が加わり､ 下顎管に

は力がかからず､ その下の皮質骨で力を逃が

しながら受け止めて厚くなることを､ 分析結

果から説明された｡

次に外科的処置を施した際に､ １番訴訟の

多いと言われる下歯槽神経と舌神経､ 舌動脈

の話である｡

下歯槽神経は内側翼突筋をさけて内側を走

り､ レトモラルパッドに近づいて下方に下が

る｡ ここで私たちが注意しなければならない

のは､ 智歯抜歯の場合の切開線の入れ方や分

割の際のタービンでの処置である｡ 神経の走

行を知らずに安易に処置をすることで簡単に

神経を巻き込むことになる｡ 又下歯槽神経の

ほとんどがオトガイ孔付近でループし､ その

長さは0.73～2.63㎜ある｡ よって最低３㎜以

上の距離をもってインプラント植立の部位を

決定した方が良い｡ もし損傷させた場合､ 麻

痺はもちろんのこと前方領域は顔面神経と一

体化しており運動神経にも影響が出て､ 食物

残査がたまる原因にもなる｡ 画像診断時､ 無

歯顎では下顎管ははっきりしてくるが､ 移行

期は明瞭でない事も注意すべき点である｡

次に舌神経､ 舌動脈の話である｡ 下顎前歯

部のオトガイ孔間に位置する｡

盛況で有意義な講演会であった

―講演会―���� ���� �� ���
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本来､ 人間の体は上部から静脈､ 神経､ 動脈

の順に並んで走行している､ 又舌動脈は舌下

動脈とつながっている｡ そして顎舌骨筋をは

さんで上が舌下動脈､ 下がオトガイ下動脈の

位置関係にある｡

舌下動脈のほとんどは舌に血液を流している｡

ドリリングの際､ 誤って舌側皮質骨穿孔した

場合､ 舌下動脈を傷つけ内出血する｡ 血液は

主に口底部軟組織内に貯留するそうだが､ 少

しづつ出血しながら､ 徐々に腫脹してくる｡

よって処置直後は異常が認められなくても､

患者が帰宅した後に口蓋まで舌が肥大して窒

息死に至る｡ これがマスコミの的になってし

まった記憶に新しいインプラントの死亡事故

の原因である｡

次に上顎洞については､ 体の外という感覚

でみるということ｡ 構造上は上顎同粘膜､ シュ

ナイダー膜､ 皮質骨､ 海面骨の順で並んでお

り､ 内壁に沿って血管が走っている｡ 隔壁が

ある場合は非常に薄く､ 骨は尖っているため

粘膜は傷つけやすいので注意が必要である｡

上顎のインプラントでは翼突筋静脈叢､ 蝶口

蓋動脈の走行に注意すべきであり､ 特に後上

歯槽動脈を傷つけると､ 口蓋の味､ 口蓋の唾

液､ 涙が出てこなくなる｡

神経損傷に関しては､ 神経とは色々な受容

器の束であり､ その中心の軸索が脳に伝達す

る役目がある｡ 従って傷ついた部位の形態を

認識してしまうと､ 損傷の程度にもよるが時

間がたつと再生できないこともある｡ よって

できるだけ早く対応処置をした方がいい｡

後半の１時間は人体を使って､ 嚥下のメカ

ニズムをみせていただいた｡ 又義歯における

解剖学の応用としては､ 義歯の辺縁と照らし

合わせながら､ 特に上下顎とも頬側の筋肉を

利用しながら吸着させるというコツを教えら

れた｡

午後からは衛生士学院の授業の一環として

‘知っておきたい人体､ のむこと､ 食べるこ

と､ 人体の不思議’という演題でご講演され

た｡ 学院生以外にも100名近くの参加者があっ

た｡ 内容は学生にもわかりやすいように､ T

V番組‘たけしの本当にあった家庭の医学’

で放映された映像の解説などを加えながら､

とりわけ嚥下のメカニズムでは､ 食物が気道

に入らないように､ 又筋肉がすきまを防ぐた

めに喉頭蓋が絶妙なタッチで動くシーンに､

会場から感嘆の声がおこるなど､ 興味をそそ

られていたようである｡

以上､ 午前も午後も盛況な有意義な一日と

なった｡ 学生時代とは違って臨床を知った上

で､ 又今回は医療苦情をふまえながらの解剖

学の勉強は学生時代と全く違う切り口で勉強

ができ､ しっかり頭に入った様に思う｡ あら

ためて体の構造の神秘とそれを触れる難しさ

を感じ､ 身のひきしまる思いである｡ そして

いまさらながら阿部准教授はもちろんの事､

私たちの勉学のために献体してくださる方々

やそのご家族の方にも感謝申し上げたい｡

(学術 城井かおり)

県歯学術講演会 (義歯裏装等)

日 時 平成22年７月25日 (日) 午前９時30分～12時30分

場 所 熊本県歯科医師会館 ４Ｆホール

講 演 ｢リライン材の正しい使い方と機能的効果ならびに義歯安定剤の正しい患者指導｣

講 師 長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 展開医療科学講座 歯科補綴学分野

村田比呂司 教授

対 象 会員およびスタッフ
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９. その他
以上の議題について､
討議､ 承認が行われ
た｡
ことに荒尾市歯科医
師会として特筆すべき
は､ 第４議案において
子供の歯科保健事業が
認められたことである｡
本事業発足の経緯につ
いて､ 山本宏副会長が
詳細を述べた｡
議事終了後､ 玉名市浦田医院の浦田章子氏
により､ ｢あなたの子供は大丈夫？子供とメ
ディアの新しい関係を求めて｣ のテーマで研
修会が開催され､ テレビの視聴やゲームによ
り子供の生活時間が削られ､ またそれらが与
えるショッキングなニュースにより日本の子
供は健全な成長を阻害されているという話し
を伺った｡
荒尾市民の健康推進のため各団体の協調を
約束し､ 本総会は閉会の時間を迎えた｡

(馬場 一英)

４月22日 (木) 午後７時
より荒尾市役所第11号会議
室において､ 平成22年度荒
尾市地域保健医療福祉推進
協議会定期総会が開催され
た｡
本協議会は､ 荒尾市にお

ける保健・医療・福祉の関係機関相互の連携
を図ると共に､ 地域の特性に応じた保健・医
療・福祉を総合的に推進することを目的とし
たもので医師会､ 歯科医師会､ 薬剤師会等関
係団体と市行政機関によって構成されている｡
会議は市健康生活課課長の西村泰治氏より
開会の辞が述べられ､ 荒尾市社会福祉協議会
会長で本協議会副会長である藤崎龍美議長の
もと､ 本日の議事である
１. 平成21年度事業報告
２. 平成21年度決算報告
３. 平成21年度監査報告
４. 平成22年度事業計画 (案)
５. 平成22年度予算 (案)
６. 第７回健康福祉まつり
７. 平成22年度いきいき健康づくり教育講座
８. 役員 (会長､ 監事)

荒尾

口腔保健行政の必要性を述
べる山本副会長

―通常総会―

続いて場を懇親会会場に移し､ 来賓に県歯
浦田会長､ 渡辺賢治専務理事､ 中嶋副会長､
渡辺洋社保委員をお迎えし､ これからの歯科
界の話 等々 をおいしい料理に舌づつみを
うちながら楽しくすごした｡ 最後は片山監事
の一本締めでおひらきとなった｡

(乕谷 真)

４月24日､ 熊本県歯科医
師会館において平成21年度

阿蘇郡市歯科医師会通常総会が行われた｡ 田
代会長のあいさつの後市原副会長の議長で総
会が始まり､ 以下の議案が承認された｡
第１号議案 平成21年度会務及び会計決算

の承認を求める件
第２号議案 平成22年度事業計画 (案) の

承認を求める件
第３号議案 平成22年度会計予算 (案) の

承認を求める件
協議事項では､ ６月19日に行われる歯まつ
りの準備について話し合われた｡
総会終了後学校歯科健診について､ 歯科医
師によって健診結果に差の出ない様な健診の
方法について県歯学校歯科大林理事､ 河原副
委員長よりお話があり､ 次に社保のお話を渡
辺洋県歯委員より詳しく説明して頂いた｡

阿蘇
����������

これからの歯科界に期待を
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５月９日 (日)､ 熊本県民運動総合公園野

球場において､ 福岡県西地区歯科医師会と親

善試合を行った｡ 同チームは昨年の九地連優

勝チームで､ ３地区歯科医師親善試合を控え

ており､ モチベーションが上がっている｡ 熊

歯の今季を占う意味では絶好の相手であった｡

結果的に２連敗ではあったが､ 熊歯の両エー

スである河合と山口は順調な仕上がりを見せ

た｡

第一試合は､ 先発山口は､ ２回にこの回先頭

打者の二塁打を足がかりに､ 捕逸や失策など

で３点を奪われる｡ その後も５回と７回にも

失策絡みで１点ずつ追加されて５失点 (自責

０) であったが､ 要所を締めて試合を組み立

てた｡ 打線は相手先発の前に５回まで１安打

に抑えられていたが､ ようやく６回に渡辺洋

の二塁打などで一死満塁とした後に田中の２

点適時打で追いすがったが､ あと一歩及ばな

かった｡

第二試合は､ 先発河合は２回に失策絡みで

１点を先制される｡ 熊歯は４回に田中が四球

で出塁すると､ 盗塁や失策などで同点に追い

ついたが､ すぐ裏の攻撃で犠飛により勝ち越

しを許した｡

シーズンいよいよ始まる

―福岡西親善試合―

(井上 真樹)

優勝するぞ!!

第一試合

福岡西 ０ ３ ０ ０ １ ０ １ ５

熊 歯 ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ２

(福) 川村―沖
(熊) 山口―渡辺洋
▽二塁打 杉本 (福)､ 樋口 (福)､ 渡辺洋 (熊)

第二試合

熊 歯 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

福岡西 ０ １ ０ １ ０ ０ ｘ ２

(熊) 河合―田中
(福) 東山､ 梶尾､ 川村―沖
▽二塁打 樋口２ (福)

参加者：菅原､ 藤本､ 上田､ 有田､ 中山､

河合､ 渡辺洋､ 吉崎､ 右山､ 村上､

井口､ 田中､ 井上､ 井野､ 西､ 宮本､

椿､ 山口､ 木屋､ 樋口､ 渡辺裕､ 岡､

久保､ 結城
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○所在地
〒860-0843
熊本市草葉町3-3 白川コノシャンテビ
ル１Ｆ (上乃裏通り､ ヨコバチさんの前)�096-323-8929
○営業時間 18：00～３：00

○席数 カウンターのみ 最大11名

(８名から貸切ＯＫ)

芦北牛を使った焼肉は美味しく､ しかも

安いです (カルビ・ロース１人前590円)

焼肉以外のメニューも豊富です｡

人気メニュー：地鶏そば 490円

丸腸 490円など

飲み物も豊富にありますのでお酒だけの

お客様も大歓迎!!

���
田尻佳通子
(タジリ カヅコ)

熊本市湖東1-1-60

熊本市民病院

準準 会会 員員

自由投稿の募集
会報をもっと気軽に読んでいただけるよう会員のための投稿コーナーのページ
を設けています｡ 趣味はもちろん社会に対して思うこと､ 娯楽的な映画・本の紹
介､ 紀行､ 何でも結構です｡ どしどし御投稿ください｡ ただし会に対する意見や
要望などは､ 対外的な広報誌であることから掲載の対象とはいたしません｡ 御了
承ください｡ なお､ 会へのご意見やご要望は､ 『会長への手紙』 にお願いいたし
ます｡
また､ 投稿の内容により掲載できない場合もありますことを御了承ください｡

(広報委員会)



浦田会長 

小島副会長、西野・伊藤常務理事、牛島理

事他1委員 

渡辺専務理事、宮坂常務理事、田上・大林・

八木理事 

浦田会長 

浦田会長、中嶋副会長、渡辺専務理事、渡

辺委員 

前野副会長 

浦田会長 

八木理事、永田委員長他全委員 

中嶋副会長 

浦田会長他前野副会長を除く全役員 

渡辺委員長他４委員 

田上副委員長他４委員、我那覇会員 

浦田会長、勇理事、堤顧問 

浦田会長他常務理事以上全役員、八木理

事 

浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事、宮

坂常務理事、松岡・田上、八木理事 

遠山・片山監事 

浦田会長、渡辺専務理事 

澤田事務局長 

ねんりんピック2011熊本実行委員会第3回常任委員会（熊本テルサ） 

総合政策推進プロジェクト会議 

歯科保健推進条例に関する検討会 

球磨郡歯会通常総会（錦町） 

阿蘇郡市歯会通常総会懇親会（熊本市） 

陸上自衛隊第八師団創隊48周年及び北熊本駐屯地開設53周年記念行事（陸上自衛隊北熊本駐屯地） 

支払基金幹事会（支払基金） 

総務委員会　（1）ガイドブック改定　（2）選挙規則　（3）新法人設立検討臨時委員会　ほか 

第19回九州地方社会保険医療協議会熊本部会（熊本市国際交流会館） 

第1回理事会　（1）新入会員の承認　（2）公益法人制度改革検討委員会の名称並びに人員構成 

（3）平成22年度年間行事予定　ほか 

21世紀プロジェクトワーキンググループ作業部会（Ｂ斑） 

21世紀プロジェクトワーキンググループ作業部会（Ａ斑） 

日大歯学部同窓会熊本支部懇親会（アークホテル） 

第3回常務理事会 

（1）新入会員の承認　（2）絵画の収受及び使途　（3）クレームの対応・処理　ほか 

県議会議員との「歯科保健条例」意見交換会 

県議13名・県職員12名出席 

月次監査　Ｈ21年度分監査 

タウンミーティング（八代）（八代医師会館） 

自民党県連政策審議会「厚生・文教治安部会」（自民党県連会館） 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

30日 

５月1日 

６日 

７日 

８日 

４月23日 

総務 

出席 摘要 日付 所管 

会 務 報 告 自　平成22年４月23日 至　平成22年５月20日 

5月 

アークホテル 日大歯学部同窓会熊本支部総会・懇親会 19：00土 5月1日 
県歯会館 第３回常務理事会 19：00木 5月6日 
県歯会館 県議会議員との「歯科保健条例」意見交換会 19：00金 5月7日 
八代医師会館 タウンミーティング（八代） 16：30土 5月8日 
会員診療所 日歯連盟寺尾理事との会員巡り 14：00

月 5月10日 
県歯会館 「西村まさみ」さんと語る会 20：00
熊本テルサ 県医療対策協議会 14：00

水 

火 

5月12日 

5月11日 
東京・よみうりホール 第２回日歯対外ＰＲ小委員会 17：00
東京・よみうりホール 2010年歯の健康シンポジウム 18：30
県歯会館 裁定審議委員会 19：30木 5月13日 
東京・ニューピアホール 第８回「デンタルヘルス・シリーズ」シンポジウム 13：30

日 5月16日 
東京・ニューピアホール 第２回日歯広報正副委員長及び小委員長打合会 16：30
熊本赤十字病院 県角膜･腎臓バンク協会評議員会 15：00

火 5月18日 
県歯会館 第１回副会長会議 18：30
県歯会館 第４回常務理事会 19：00
県歯会館 熊本市歯会支部長会 19：30

水 5月19日 
日歯会館 第２回日歯ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ企画小委員会 13：00
日歯会館 第２回日歯対内広報小委員会 15：00
学院校舎 学院矯正歯科医院臨床実習打合会 19：30

土 

金 

5月22日 

5月21日 
大分東洋ホテル 九州各県会長会議 13：00
大分東洋ホテル 九地連協議会 14：00
大分東洋ホテル 九地連総会 17：00

火 5月25日 県歯会館 第２回理事会 19：00
日歯会館 第３回日歯広報正副委員長及び小委員長打合会 15：00

木 
水 

5月27日 
5月26日 

日歯会館 第２回日歯理事会 13：00
笹の家 タウンミーティング（菊池郡市） 17：00

日 
土 

5月30日 
5月29日 

ホテルキャッスル 県薬剤師会通常総会 14：00
熊本テルサ 県総合保健センター評議員会 16：00

月 5月31日 
県歯会館 第４回連盟幹事会 19：30

場所 行事内容 時間 曜日 日付 

H.22.6
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小島副会長、牛島理事、添島委員長他3委員 

小島副会長、牛島理事、添島委員長他3委員 

中嶋副会長、勇・前田理事 

前田理事、田中委員長他６委員 

中嶋副会長、勇・前田理事、田中委員長他

1委員 

中嶋副会長、渡辺委員 

中嶋副会長、勇・前田理事、田中委員長他

全委員 

中嶋副会長 

勇理事 

勇理事 

中嶋副会長 

前田理事 

勇理事、反後副委員長 

中嶋副会長、前田理事、清水副委員長 

反後副委員長他1委員 

前田理事 

前田理事 

中嶋副会長 

中嶋副会長、清水副委員長 

田上理事、川瀬委員長 

宮坂常務理事、竹下理事、池嶋委員長他２

委員 

学術・医療対策合同解剖学講演会　受講者：164名　講師：東京歯科大学阿部伸一准教授 

熊本歯科衛生士学院特別講義　受講者117名　講師：東京歯科大学阿部伸一准教授 

九州厚生局との打合せ 

社会保険個別相談会　相談者：2名 

社会保険説明会　参加者：25名 

阿蘇郡市歯会社保説明会 

社会保険委員会　（1）会員向け発行物　（2）デジタルレントゲン　（3）各郡市社保説明会　ほか 

天草郡市社保説明会（ホテルサンロード） 

九大歯学部同窓会県支部社保研修会 

日大歯学部同窓会熊本支部総会（アークホテル） 

九大歯学部同窓会県支部社保研修会懇親会（熊本市） 

玉名郡市歯会社保研修会（玉名市文化センター） 

八代歯会社保説明会（八代医師会館） 

人吉市歯会社保研修会（人吉市） 

社会保険個別相談会　相談者：2名 

水俣・芦北郡市歯会社保説明会（津奈木文化センター） 

保険個別指導（ＫＫＲホテル） 

下益城郡歯会社保説明会（ホワイトパレス松橋） 

球磨郡歯会社保説明会（あさぎり町商工コミュニティセンター） 

県歯科衛生士会との懇談会　衛生士会から４名出席 

厚生・管理小委員会　会員死亡時対応マニュアル作製 

５月16日 

４月23日 

24日 

28日 

５月１日 

７日 

８日 

11日 

12日 

13日 

14日 

４月24日 

４月24日 

学術 

社会保険 

地域保健 

厚生・管理 

出席 摘要 日付 所管 

浦田会長 

田上理事 

小島副会長他４委員、渡辺専務理事、八木

理事他1名 

浦田会長 

浦田会長 

八木委員長他全委員 

上三垣委員長他全委員、浦田会長、前野

副会長、片山・勇理事他2名 

渡辺専務理事、宮坂常務理事、加藤・八木

理事 

前野副会長、片山理事、岡田副委員長 

浦田会長 

浦田会長 

澤田事務局長 

浦田会長 

浦田会長、小島・前野・中嶋副会長、渡辺

専務理事 

浦田会長他常務理事以上全役員、八木理

事 

浦田会長 

浦田会長 

浦田会長 

前野副会長、犬束委員 

宮坂常務理事、大林理事、澤田事務局長 

澤田事務局長 

県医療対策協議会（熊本テルサ） 

第1回県糖尿病対策推進会議（県医師会館） 

総合政策推進プロジェクト会議 

第2回日歯対外ＰＲ小委員会（東京・よみうりホール） 

2010年歯の健康シンポジウム（東京・よみうりホール） 

第1回新法人設立検討臨時委員会 

裁定審議委員会 

ＫＫＴとの打合せ 

歯科医療安全小委員会　医療安全管理対策書（内容検討） 

第８回「デンタルヘルス・シリーズ」シンポジウム（東京・ニューピアホール） 

第2回日歯広報正副委員長及び小委員長打合会（東京・ニューピアホール） 

ねんりんピック2011熊本実行委員会第2回総会（熊本テルサ） 

県角膜・腎臓バンク協会評議員会（熊本赤十字病院） 

第1回副会長会議 

第４回常務理事会　（1）三師会懇談会日程　（2）安心・安全歯科医療推進制度のホームページ掲載 

（3）学術委員会事業企画　ほか 

熊本市歯会支部長会 

第2回日歯ホームページ企画小委員会（日歯会館） 

第2回日歯対内広報小委員会（日歯会館） 

警察歯科医会打合せ　（1）熊本県警察歯科医会研修会　（2）第９回警察歯科医会全国大会 

（3）年間事業計画 

歯科保健条例制定に向けての現場視察 

県議５名・県職員10名とともに1小学校、1保育園の視察（玉東町、山鹿市） 

県知事公室　田島政策審議員との面談（県庁） 

11日 

12日 

13日 

14日 

16日 

17日 

18日 

19日 

20日 

総務 
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加藤理事、立本委員長他１委員 

宮坂常務理事、加藤理事 

宮坂常務理事、加藤理事 

加藤理事、立本委員長他４委員 

加藤理事 

宮坂常務理事、加藤理事 

浦田会長、渡辺専務理事、宮坂常務理事、

大林理事、岩本委員長他１名 

大林理事、河原副委員長 

大林理事、岩本委員長他全委員 

大林理事 

田畑委員 

岩本委員長 

大林理事、田畑委員 

大林理事、山口委員 

大林理事 

大林理事 

大林理事、河原副委員長 

前野副会長 

岩本委員長 

大林理事 

西野常務理事 

片山理事、遠山監事、岡田副委員長 

片山理事 

前野副会長 

冨屋委員長他３委員 

前野副会長 

松岡理事 

松岡理事 

松岡理事 

伊藤学院長他７役員 

伊藤学院長他５役員 

松岡理事 

逢坂教務部長他1委員 

小原副主任他1名 

浦田理事長他全役員 

桑田常務理事 

広報小委員会　（１）会報５月号・第２回校正 

テレメッセ打合せ　（１）５月27日放送分 

テレメッセ打合せ　（１）５月27日放送分 

広報委員会　（１）会報６月号・編集 

ＴＫＵ広報番組「医療あれこれ」収録　（１）５月26日（水）放送分（口腔保健センター） 

テレメッセ打合せ　（１）５月27日放送分 

県歯科衛生士会との懇談会　衛生士会から４名出席 

阿蘇郡市歯会学校歯科説明会 

学校歯科委員会　（１）各郡市学校歯科研修会 

玉名郡市歯会学校歯科説明会（玉名市文化センター） 

荒尾市歯会学校歯科説明会（荒尾市医師会館） 

人吉市歯会学校歯科説明会（人吉市） 

八代歯会学校歯科説明会（八代医師会館） 

水俣・芦北郡市歯会学校歯科説明会（津奈木文化センター） 

県学校保健会第１回総務委員会並びに事業検討委員会（県庁） 

下益城郡歯会学校歯科説明会（ホワイトパレス松橋） 

球磨郡歯会学校歯科説明会（あさぎり町商工コミュニティセンター） 

県高等学校保健会第１回理事会（熊本西高校） 

上益城郡歯会学校歯科説明会（御船町カルチャーセンター） 

歯の衛生週間「図画・ポスター、習字」審査 

県ＰＴＡ災害見舞金安全会判定審査委員会（県総合福祉センター） 

医療対策小委員会　（１）平成21年度医療相談・苦情報告事例分析　（２）仮称：委員会だよりの内容検討 

荒尾市歯会医療対策講習会（荒尾市医師会館） 

医療相談 

学術・医療対策合同解剖学講演会　受講者：164名　講師：東京歯科大学阿部伸一准教授 

医療相談 

県歯科衛生士会との懇談会　衛生士会から４名出席 

口腔保健センターカルテ・会計チェック（口腔保健センター） 

熊大医学部留学研修生の口腔保健センター視察（口腔保健センター） 

第１回学院教務委員会　（１）平成22年度臨床実習指導担当者打合会（案） 

（２）矯正歯科医院実習打合会開催（案）　（３）新入生隊内生活体験 

学院臨地実習指導担当者打合会　出席者：27名 

役員講話 

カリキュラム検討部会 

保健福祉センター臨地実習合同合会 

第１回国保理事会　（１）年間行事予定　（２）県歯ホームページの活用 

第１回全歯連調査委員会（アルカディア市ヶ谷） 

４月28日 

５月13日 

17日 

20日 

４月24日 

５月６日 

７日 

８日 

11日 

13日 

14日 

18日 

19日 

20日 

４月26日 

５月７日 

８日 

16日 

20日 

４月24日 

30日 

５月13日 

４月30日 

５月７日 

14日 

13日 

４月26日 

５月20日 

広報 

学校歯科 

医療対策 

センター・介護 

学院 

国保組合 

出席 摘要 日付 所管 

竹下理事、池嶋委員長他全委員 
厚生・管理委員会　（１）歯科衛生士の卒後研修会　（２）危機管理マニュアル 

（３）リカバリー研修会　ほか 
５月12日 厚生・管理 
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社団法人 熊本県歯科医師会 会員のみなさまへ 2010年度 

グループ保険制度のご案内 グループ保険制度のご案内 会員専用 

�お手頃な保険料で、死亡保障・入院保障を準備できます。 

�入院1日目から保障の対象となります。（医療保障プラン） 

�保険期間は1年で、毎年保障の見直しができます。 

�配偶者・お子様も会員ご本人とセットでお申込みになれます。 
　※団体定期保険（Ｓ51）は配偶者のみとなります。 
�医師の診査がなく、告知書の提出のみで簡単に申込みになれます。 

�団体定期保険（Ｓ51）・新医療保障保険（団体型）それぞれ剰余金があれば、

配当金として還元されます。保険金・給付金のお支払状況等によっては

配当金が0になる場合があります。 

�付帯サービス（健康コール24などのサービスを利用できます。）（医療保障

プラン） 

Ⅰ．団体定期保険（Ｓ51）（死亡保障プラン）会員・配偶者 
　　　　＜災害保障特約（Ｓ51）＞ 

Ⅱ．新医療保障保険（団体型）（医療保障プラン）会員・配偶者・こども 
　　　　＜手術特約/家族特約/家族手術特約＞ 

申込締切日：毎月15日 
保険期間：2010年8月1日（保障が開始する日） 
　　　　　～2011年7月31日 

申込書提出先：熊本県歯科医師会　事務局 

グループ保険制度の7つの特徴 
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６日（火） 

20日（火） 

24日（土） 

25日（日） 

27日（火） 

第７回常務理事会 

第８回常務理事会 

国保臨時組合会 

学術講演会 

第４回理事会 

発行日／2010年6月15日発行 
発行人／浦田　健二 
発行所／社団法人　熊本県歯科医師会 
　　　　〒860-0863 熊本市坪井2丁目4-15 
　　　　TEL　096ー343ー8020 
　　　　FAX　096ー343ー0623 
　　　　URL http://www.kuma8020.com 
印刷所／コロニー印刷 

　広報を担当してから早いもので、

１年が過ぎました。 

会報も何とか読んでいただけるよう

自由投稿のコーナーを設けましたが、

投稿が少ないのが現状です。 

写真など何でも結構ですのでお送り

ください。　　　　　　　　（H.K） 

GW中、宮崎県高千穂町のアケボノツツジ満開の 

夏木山で、宴会中の冨永玉名郡市前会長に偶然

お会いしました。　（菊池郡市　原賀 康彦会員） 


